


平成２８年度病院年報の発刊にあたって 

院長 丸 木   親 

 残念ながら今年度も含め平成２６年度より３年連続しての赤字となったことで来年度の

高額医療機器購入予定が立てられない事態であり、経営は大変厳しい状況となっています。

赤字の原因が職員の怠慢のためとは思っていませんが、当院のスタッフが医療環境の変化

にまだ対応しきれていないことにも一因があるのではないでしょうか。 

以前は病院完結型で対応してきたと思いますが、地域全体で役割分担を考えながら地域

完結型の医療を目指さなければならない時代となりました。様々な症状の患者を受け入れ

ていかなければならず、また紹介患者、救急患者をスムーズに受け入れ、後方の連携施設、

医師に逆紹介してゆくというシステムの構築もさらに進めていかなければなりません。当

院に来られる患者の診療のみを頑張っていればいい時代は終わり、より広く患者を受け入

れて短期間で後方に回す、という回転のいい診療を最低限の病床数の中で行う努力が大切

です。 

また、外来の診療が手一杯で紹介患者を受け入れられない、救急患者が取れないのは連

携がうまく行っていない、未だに個人プレーでグループ診療をうまく行っていないことも

一因ではないでしょうか。公立の病院に就職することの意義を今一度考え直していただき

たいと思います。公立病院に就職する、いや今や医療従事者になるということは、医療費

抑制策に国が舵を切っているのですから、自分の収入のアップは望むべくもないことです。 

私はこの病院で働く醍醐味とは、自身のキャリアアップではないかと考えます。地域住

民の方々に恥ずかしくない標準治療を提供し、充実した臨床教育、実習病院となり、この

地区のハイボリュームセンターとなることが目指すところです。どうか各部署は積極的に

学会等に参加し、発表などを通じて自分たちの普段のパフォーマンスがどのくらいのレベ

ルなのかを確認してください。そして地域から紹介される信頼にたる病院であるべく、努

力をしたいと思っています。小児病棟の改築など、時代に即した使いやすい病床も整備し

ているところですが、〇〇専門病棟などというものはもうこの病院には存在せず、全て混

合病棟であると思って各病棟は稼働率を上げてください。        

２０１８年には介護診療報酬の同時改定と消費税のアップなどの問題が差し迫っていま

す。どちらも病院にとっては収入増になる要素ではないと思います。職員一同危機感を持

って臨んで下さい。 



病 院 の 理 念

私たちは地域の健康を守るため最良の医療を志向し、愛され信頼される医

療を行なうにあたり、次のことを実践します。 

－ smile , safety , satisfaction － 

 ○私たちは病院の使命を自覚し、患者様のニーズに応える医療を提供します。 

 ○私たちは医療の向上に努め、生命の尊厳を重視し安全な医療を提供します。 

 ○私たちは患者様の視点に立ち、患者様が満足できる医療を提供します。 
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基 本 方 針

１）救急医療を充実させ、地域住民の求める医療に積極的に応えます。 

２）医療連携を積極的に推進し、地域に根ざした医療を展開します。 

３） 安全な医療を旨とし、医療の質・患者サービスの向上を図ります。

４）確かな技術、豊かな感性で高度な医療を展開します。 

５）職員は使命感と誇りを持ち、夢と感動ある医療を実践します。 

６）安定した経営基盤を確立し、限りある医療資源を有効に活用します。 

７）「患者の権利と責務」を遵守し、患者様との信頼関係に結ばれた医療の

提供を目指します。 
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